
15/9/25 17時 45分  
1 

国
際
教
室
と
は
、
地
域
の
小

学
校
に
在
籍
す
る
子
ど
も
の
中

で
、
外
国
籍
で
あ
っ
た
り
、
外
国

か
ら
帰
国
し
て
日
本
語
に
不
安

の
あ
る
子
ど
も
達
に
、
主
に
日
本

語
を
指
導
す
る
教
室
の
こ
と
。

今
年
度
、
長
後
小
は
約
20
名
、

富
士
見
台
小
は
約
30
名
の
子
ど

も
達
が
学
ん
で
い
る
。 

富
士
見
台
小
の
国
際
教
室
を

指
導
す
る
の
は
、
吉
田
茂
教
諭

と
鈴
木
隆
治
教
諭
。
ス
ペ
イ
ン

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
英
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
を
母
国
語
と
す
る
子
ど

も
達
が
学
ん
で
い
る
。
「
30
名
と

い
う
の
は
富
小
国
際
教
室
開
設

以
来
初
め
て
で
は
な
い
か
」
と
吉

田
先
生
。
子
ど
も
達
に
必
要
な

国
際
教
室
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

 
 

     
 

 
 

共
に
学
び
共
に
育
つ
・
広
が
れ
共
生
の
輪 

支
援
は
一
人
ひ
と
り
全
て
違
う

と
い
う
。
日
本
語
が
ほ
ぼ
わ
か
ら

な
い
状
態
で
入
っ
て
く
る
子
、
日

常
の
日
本
語
は
わ
か
る
が
教
科

書
の
学
習
に
支
援
が
必
要
な
子

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
合
わ
せ

た
教
材
を
選
び
、
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
指
導
す
る
。
子
ど
も
達

は
、
自
分
の
所
属
す
る
ク
ラ
ス
か

ら
、
週
１
回
か
ら
４
〜
５
回
ま
で
、

１
時
間
ず
つ
通
っ
て
く
る
た
め
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
だ
け
で
大
変
だ
。 

「
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
中
で
一

人
で
い
る
こ
と
は
と
て
も
つ
ら
い
こ

と
と
思
う
。
そ
れ
で
も
殆
ど
欠
席

せ
ず
、
皆
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
子
ど

も
が
本
来
持
っ
て
い
る
自
信
を
失

わ
せ
ず
、
達
成
感
が
持
て
る
指
導

を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
両
先

生
。
文
字
や
言
葉
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
子
の
興
味
、
関

心
を
大
切
に
、
高
学
年
の
難
し
い

内
容
も
、
全
文
同
時
通
訳
を
通

し
て
普
通
級
の
授
業
が
理
解
で
き

る
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。 

長
後
小
国
際
教
室
で
は
、
主

に
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
達

を
齋
藤
智
慶
教
諭
と
齋
藤
千
里

長
後
小
・
富
士
見
台
小
に
国
際
教
室
が
開
設
さ
れ
て
20
年
余
。

言
葉
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
中
で
懸
命
に
学
ぶ
子
ど
も
達
を
支
援
し

て
き
た
。
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
指
導
の
工
夫
を
重

ね
る
先
生
に
、
国
際
教
室
の
今
を
取
材
し
た
。 

 

絵
手
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ハ
ル
コ
マ
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毎
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2
木
曜
日 

10
時
～
12
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長
後
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便
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会
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０
０
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講
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鏑
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静
子
先
生 

申
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１５年１０月号 
（平成２７年） 
№４４２ 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 

第３８回長後地区  

ふるさとまつり 
１０月１７日（土） １２時～１６時 

１０月１８日（日） ９時３０分～ 

１５時３０分 

★サークル展示・発表・模擬店 

福祉バザー 

会場 長後市民センター 

   長後公民館 

 

い
つ
ま
で
も 

 
 
 
 

お
健
や
か
に 

 
藤
沢
市
と
長
後
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
主
催
で
９
月
５
日
・

６
日
に
「
長
後
地
区
敬
老
会
」
が

こ
ぶ
し
荘
で
開
催
さ
れ
た
。
対
象

者(

83
歳
以
上
）
１
２
８
４
人
が
招

待
さ
れ
、
う
ち
参
加
者
２
７
０
人

(

敬
老
会
当
日)

が
鈴
木
市
長
か

ら
祝
辞
を
、
演
歌
歌
手
か
ら
は

握
手
で
お
祝
い
を
受
け
た
。 

教
諭
が
指
導
し
て
い
る
。
子
ど
も

達
が
所
属
級
で
共
に
学
べ
る
日

本
語
を
目
標
に
、
一
人
ひ
と
り

に
合
っ
た
教
材
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指

導
を
行
う
。
智
慶
先
生
は
、
国

際
協
力
機
構
（J
I
C
A
）
の
派

 

神 無 月 
旧暦１０月を異称では「かみなづき」「か

むなづき」という。新暦でも用いられる。 

すべての神様が出雲大社（出雲市）へ

旅立ち、集まった神様は、人の運命や縁

を話合う。そのため出雲では「神在月」と

いうが留守神様もいる。えびす様、かま

ど様、金毘羅様、道祖神。留守神様を祀

るために１０月に「えびす講」がある。 

遣
で
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
現

地
校
で
２
年
間
指
導
し
た
経
験

を
持
つ
。
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ル
ピ

ア
ラ
学
園
と
は
今
も
交
流
が
あ

り
、
今
夏
、
民
族
楽
器
「
ク
イ
ー

カ
」
の
寄
贈
も
受
け
た
。 

長
後
小
で
は
、
所
属
級
で
の
友

達
と
の
学
び
合
い
を
大
切
に
し
、

国
際
教
室
と
所
属
級
で
の
学
び

の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
心
し
て
い
る
と
い

長
寿
１
０
０
歳
以
上
（
敬
称
略
） 

 

１
０
３
歳 

森
藤 

ミ
子 

 

１
０
３
歳 

楠 
 

富
美 

 

１
０
２
歳 

和
田 

義
法 

 

１
０
２
歳 

吉
田 

け 

 

１
０
２
歳 

大
久
保 

美
智
子 

 

１
０
１
歳 

飯
野 

良
雄 

 

１
０
１
歳 

我
妻 

み
よ
し 

 

１
０
０
歳 

石
井 

タ
ミ 

 

１
０
０
歳 

大
平 

ち
よ 

 
１
０
０
歳 

増
田 

昇
之
助 

わかるかな？がんばろう。 

温かい笑顔で子ども達を迎える 

う
。
「
所
属
級
で
堂
々
と
し
て
い

ら
れ
る
自
尊
意
識
を
大
切
に
し

て
、
自
分
の
ル
ー
ツ
に
誇
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
子
達
が
将

来
日
本
の
社
会
を
構
成
す
る
市

民
と
な
っ
た
時
に
、
母
国
と
日

本
の
架
け
橋
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
大
き
な
目
標
で
す
」
と
智

慶
先
生
。 

両
校
の
先
生
に
地
域
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
求
め
る
と
、
同
じ
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
「
国
は
違
っ
て

も
子
ど
も
は
同
じ
。
地
域
の
子

ど
も
と
し
て
見
守
っ
て
下
さ
い
。

地
域
で
共
生
の
輪
を
広
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
」
。 

会食で大いに盛り上がった 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

と
し
の
り 

仏前結婚（東慶寺） 



15/9/25 17時 50分 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 

  （桐蔭横浜大学リスク管理学講

師） 

日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 

場所：長後市民センター 3階ホー

ル 

定員：成人 20人（2回とも出られる

方） 

費用：無料 

  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 

 

 

 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

川
と
橋
の
昔
語
り 

（
１
） 

⑨ 

東
に
境
川
、
西
に
引
地
川
と
二

筋
の
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
に
あ

る
長
後
の
街
。
人
々
の
暮
ら
し
に

深
く
関
わ
っ
た
川
と
橋
の
歴
史

に
触
れ
て
み
た
い
。 

境
川
と
い
う
名
称
は
武
蔵
国

と
相
模
国
の
国
境
と
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
し
、
現
在
で
も
上
流
部

は
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
都
県

境
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
相

模
国
高
座
郡
に
由
来
す
る
高
座

川(

た
か
く
ら
が
わ)

と
も
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
う
。
川
の
名
は
流

れ
る
地
域
に
よ
っ
て
名
を
変
え
、

河
口
付
近
で
は
柏
尾
川
と
合
流

し
て
片
瀬
川
と
も
呼
ば
れ
る
。 

長
後
街
道
に
架
か
る
高
鎌
橋
は

高
座
郡
と
鎌
倉
郡
の
頭
文
字
を

と
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。 

少
し
下
流
に
は
高
飯
橋(

高
倉

と
飯
田
の
頭
文
字)

が
あ
る
。
こ
の

橋
は
か
つ
て
鷹
匠
橋
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
江
戸
時
代
、
将
軍
の
鷹
狩

り
の
た
め
に
鷹
匠
と
い
う
役
職
が

長
後
公
民
館
主
催 

国
際
交
流
講
座 

「ラ
オ
ス
の
ひ
と
み
」 

日
時 

12
月
２
日(

水)

14
時
～

15
時
30
分 

講
師 

新
倉
俊
子
先
生 

内
容 

ラ
オ
ス
の
子
ど
も
達
の
暮

ら
し
を
知
っ
て
下
さ
い
！ 

定
員 

成
人
20
人 

申
込 

11
月
20
日(

金)

８
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
来
館 

申
込
先 
46-

７
３
７
３ 

す
く
す
く
応
援
事
業 

「長
後
子
育
て
メ
ッ
セ 

秋
」 

日
時 

11
月
３
日(
火)

10
時
～

12
時(

受
付
９
時
40
分
～) 

内
容 

離
乳
食
の
お
は
な
し
・
人

形
劇
・
親
子
体
操
ほ
か 

長
後
公
民
館
共
催
サ
ー
ク
ル
体
験 

サ
ー
ク
ル
あ
ん
ず 

「心
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」 

日
時 

11
月
７
日(

土)

13
時
～

15
時 

内
容 

高
齢
者
向
け
体
操
サ
ー

ク
ル
体
験
会 

55
歳
以
上
60
名 

会
費 

無
料 

申
込 

10
月
28
日(

水)

８
時
30

分
か
ら
電
話
ま
た
は
来
館 

申
込
先 

46-

７
３
７
３ 

サ
ー
ク
ル
紹
介 

湘
南
ダ
ン
ス
の
会 

日
時 

毎
週
木
曜
日
19
時
～
22
時 

講
師 

市
川
茂
子
先
生 

内
容 

社
交
ダ
ン
ス(

中
級
程

度)

の
練
習 

会
費 

３
５
０
０
円(

月
４
回)

 

申
込 

青
木 

繁 

81-

１
９
６
２ 

場
所 

全
て
長
後
公
民
館 

編
集
後
記 

☆
編
集
委
員
と
し
て
親

し
い
友
が
亡
く
な
っ
た
。

会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
出
来
な
く
な
り
、
悲

し
い
。 

☆
彼
女
は｢

子
ど
も
達
が

地
域
の
人
に
見
守
っ
て

も
ら
っ
て
、
成
長
し
た
。

だ
か
ら
今
度
は
自
分
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
地
域
の
お
役
に

立
ち
た
い｣

と
、
常
々

言
っ
て
い
た
。 

☆
で
も
体
調
を
壊
し
、
編

集
の
お
手
伝
い
が
出
来

な
く
な
っ
た
。
元
気
に

な
っ
て
皆
が
居
る
編
集

室
だ
け
は
行
き
た
い
と
、

努
力
し
て
い
た
の
に
残

念
で
仕
方
が
な
い
。 

☆
去
年
、
二
人
で
色
々
な

事
を
話
し
た
。｢

頑
張
る

必
要
は
な
い
、
無
理
は
や

め
よ
う
。
息
切
れ
す
る

し
、
長
続
き
し
な
い
か

ら
。
今
、
出
来
る
こ
と
を

し
よ
う｣

 

☆
今
頃
に
な
っ
て
涙
が

溢
れ
出
る
。
当
分
気
が
抜

け
て
駄
目
か
も
し
れ
な

い
。 

☆
で
も
私
は
彼
女
が
来

た
か
っ
た
場
所
に
い
る
。

｢

今
月
号
も
よ
か
っ
た

よ｣

と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
。
彼
女
に
会
え
て

本
当
に
よ
か
っ
た
。
あ
り

が
と
う
。 

 
(

Ｔ
・
Ｓ) 

８
月
23
日
、
長
後
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
、
長
後
地
区
青
少

年
育
成
協
力
会
主
催
、
ヤ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

 
C

H
O

G
O

が
開
催
さ
れ
た
。
地
域
の
青

少
年
た
ち
に
発
表
の
場
を
、

と
毎
年
こ
の
時
期
に
開
か
れ

て
お
り
、
今
年
は
、
長
後
中
、

藤
沢
総
合
高
校
、
地
区
在
住

の
高
校
生
15
組
が
ス
テ
ー
ジ

輝け！未来のスター達 
ヤングフェスティバル in CHOGO 

あ
り
、
そ
の
者
の
通
行
に
設
け
ら
れ

た
丸
木
橋
で
あ
っ
た
。
他
の
者
は
通

行
を
許
さ
れ
ず
、
村
人
達
の
た
め
に

架
さ
れ
た
の
が
、
も
っ
と
下
流
の
渡

戸
橋
で
、
土
の
橋
で
あ
っ
た
。 

境
川
流
域
に
は
左
馬
・
鯖
・
左

婆
・
佐
馬
と
つ
く
神
社
が
点
在
す

る
。
そ
の
場
所
は
、
洪
水
や
浸
水

が
あ
っ
た
地
域
に
集
中
し
て
い

る
と
い
う
。
七
ツ
木
神
社
も
江
戸

後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
編
相
模

国
風
土
記
稿
』
に
鯖
明
神
社
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
古
老
も

か
つ
て
は
サ
バ
神
社
と
言
わ
れ

て
い
た
と
話
す
。
川
に
沿
っ
て

｢

サ
バ｣

を
祀
る
神
社
を
建
て
、
水

害
か
ら
村
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（参
考
資
料
：「長
後
誌
史
」「藤
沢
の
地
名
」

「藤
沢
風
物
」「上
高
倉
の
む
か
し
」） 

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

 

今
年
の
夏
も
大
変
暑
い
日
が
続

き
ま
し
た
ね
。
こ
こ
数
年
は
、
四

季
の
移
り
変
わ
り
を
急
激
に
感
じ

る
た
め
、
身
体
へ
の
負
担
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
病

気
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

○
季
節
の
感
染
症
と
し
て 

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

○
感
染
性
胃
腸
炎
と
し
て 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス･

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス 

○
血
行
障
害
と
し
て 

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞 

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
対
し
て
の

予
防
策
や
対
処
法
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
う
が
い
や
手
洗
い
な
ど
基

本
的
な
こ
と
、
そ
し
て
や
は
り
「
食

事
と
睡
眠
」
は
必
須
で
す
。
味
覚

の
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、
き
た
る

べ
き
厳
冬
に
備
え
ま
し
ょ
う
！ 

平成 27年度 時事問題講演会 

「日本列島の動きを見張る 
～GEONET(*)による地震・火山活動監視～」 

日時 １０月３１日(土) 
１０時２０分～１２時 

会場 長後市民センター３F 
講師 国土地理院測地観測

センター地震調査官 
檜山洋平氏 

申込 事前申込は不要です 
主催 長後地区時事問題 

講演会実行委員会 
(*) ：GEONETは、GPS等の測地衛星
からの電波を受信する電子基準点
を全国に設置し、位置情報をデー
タセンターに送信するシステム 

高座郡から鎌倉郡方向を望む 

上
で
熱
い
演
奏
を
繰
り
広
げ
、

１
６
１
人
の
観
客
が
楽
し
ん

だ
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
よ
う
か
い

体
操
第
一
」
。
藤
沢
総
合
高
校

生
に
よ
る
振
り
付
け
で
会
場

一
体
と
な
っ
て
踊
り
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
や
会
場
準

備
、
受
付
、
司
会
な
ど
も
小
中

高
生
が
担
当
し
、
青
少
協
ス

タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら
い

な
が
ら
、
み
ん
な
で
会
を
作
り

上
げ
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
後
の
反
省
会
で

は
地
元
の
果
樹
園
か
ら
段

ボ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
も
ぎ
た
て
梨

の
差
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
出
演

者
か
ら
は｢

楽
し
か
っ
た｣｢

温
か

い
長
後
を
感
じ
た｣
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。 

地
域
の
縁
側 

(

た
ま
り
場
サ
ロ
ン) 

今
年
７
月
、
長
後｢

あ
か
り｣

に

多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。 

◇
利
用
日 

毎
週
月･

木
曜
日 

10
時
～
15
時 

◇
利
用
対
象
者 

子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で 

◇
３
０
０
円
程
度
で
昼
食
提
供

(

希
望
者
の
み)

 

◇
生
活
相
談
や
介
護
保
険
に
つ
い
て

資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
対
応 

◇
問
合
せ 

45-

３
０
２
４ 

中
村
・
塚
本 

タンバリンに合わせて会場からも手拍子が 

さ
ば
み
ょ
う
じ
ん
し
ゃ 

こ
う
け
ん 

た

か

い

 

わ
た 

ど

 


